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論 文 事 査 結 果 の 要 旨
本研究は､腎性造血ホルモンであるエリスロポイエチン (EPO)の
脳神経保護効果についてパーキンソン病 (pD)モデルラットを用いて
検討したものである｡6位水酸化 ドパミン (6-OfDA)を用いPDモデルを
作成後､側脳室内にミニ浸透圧ポンプを用いて､低用量のEP0(loo°/
日.)もしくはコントロールとしてラット血清アルブミン加生食を1週間
持続投与した｡ポンプ挿入後1､4週間目にアンフェタミン誘発回転運
動による行動学的評価を行い､その後屠殺し組織学的評価を行ったと
ころ､EPO投与群ではコントロール群と比べて行動学的な改善が得.られ､
免疫組織染色では線条体及び異質でチロシン水酸化酵素陽性線維及び
細胞の残存と脳室下帯における神経前駆細胞の増加がみられた｡また
EPO投与群では黒質でTUNEL陽性アポ トー シス細胞の減少とリン酸化
Akt陽性細胞の増加を認めた. 本研究によりEPOはPI3K-Akt系を介し
てドパミン神経のアポ トー シスを抑制していることが示唆された｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
